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東大･物性研 福 山 秀 敏
アンダーソン局在というのは,乱雑さによっておこる電子の局在化現象のことで, 1958年
に, P.W｡Andersonが最初に指摘した｡次いで, Mottは, 直観的な物理的考察より,
Anderson局在に特徴的な性質として,易動端 (Ec;局在･非局在を分ける臨界エネルギー),
















東大･物性研 星 埜 禎 男
7月25日･26日の午前中に行なわれた標記の講義について報告する｡ 聴講者が12名と比
較的少人数のため,以下に掲げる参考文献の別刷が各人に配られた｡





















④ ノ､ロゲンイオン 〝 -･CaF2,Pbf12,etC.
④ 二 次 元 〝 ･-nA1203-Na20 ete.
④ 酸素イオン 〝 - ZrO 2-CaO･ZrO 2-Y20 3 etC.

















九大 ･理 森 肇
熱平衡から遠く隔たった非線型 ･非平衡系の中でも特に渦乱流にスポットをあてて,そのイ
メージと現象の把握-のアプローチの方法について話された｡
流体の運動形態はReynolds数を励却パ ラメータとして,大きさと共に,層流-渦対-振動
-乱流の変化をたどり,実験で得られる強度スペクトルは,乱流発生前は,線スペクトルであ
るが,乱流発生により,連続スペクトルとなる｡また,Lorentz面上のアトラクタは,圃定点
-周期軌道-準周期軌道のごとく逐次転移し,乱流の発生により,奇妙なアトラクタ-変化す
る｡奇妙なアトラクタは,時間 t--では,特異な構造を作 り出し,そのアトラクタの次元は
非整数である｡非整数次元は,ランダムな形状を特徴づける量である｡
また流体は,Reynolds数の小さい時は,長波長モー ドが系の状態変数であるが,発達した
乱流では,短波長モードの励起が多数生 じている｡ 従って,発達した乱流は,境界条件には,
よらなくなる｡
発達した乱流の統計的取扱いを可能にする要因は,自己相似性と,長波長モー ドから短波長
モー ド-のエネルギー移動の揺ぎによる間欠性である｡その一例として,間欠性の程度を示す
間欠性指数〟を用いて,間欠性エントロピー 5(〟)を定義すると,5(〟)-Maxから決まる〟
と実験値との対応が良いことが示された｡
しかし,乱流は短時間では何の変哲もないのであるが,長時間の極限では奇妙なアトラクタ
や渦度の散逸構造のような特異な構造を作り出す｡このような異質な localな性質とglobal
な性質をっなぐためには飛躍を可能にする変分原理が必要とされている｡
(文責,吉山秀樹 )
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